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七
五

は
じ
め
に

　

杉
山
城
の
年
代
観
に
関
す
る
議
論
は
、
二
〇
〇
五
年
二
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
埼

玉
の
戦
国
時
代
、
検
証
比
企
の
城
」
に
お
い
て
、
杉
山
城
跡
（
埼
玉
県
嵐
山
町
大
字

杉
山
）
の
発
掘
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る（
１
）。

従
来
、
縄
張
り
調

査
に
基
づ
く
城
郭
研
究
で
は
、
杉
山
城
跡
の
現
存
遺
構
は
十
六
世
紀
後
半
の
後
北
条

氏
系
の
高
度
な
縄
張
り
技
術
に
よ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
発
掘
調

査
の
結
果
、
造
り
替
え
の
痕
跡
が
な
く
、
瀬
戸
美
濃
を
中
心
に
十
五
世
紀
後
半
〜

十
六
世
紀
初
頭
の
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
現
存
の
姿
が
山
内
・
扇
谷
上
杉
氏

抗
争
時
に
成
立
し
た
も
の
と
す
る
見
直
し
説
が
提
起
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
発
掘
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
歴
史
考
古
学
側
で
は
、
浅
野
晴
樹

ら
か
ら
「
発
掘
調
査
の
結
果
は
、
い
と
も
簡
単
に
従
来
の
説
を
覆
す
事
実
を
提
示
し

た
」
と
す
る
評
価
が
提
示
さ
れ
た（
２
）。

ま
た
、
文
献
史
学
側
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
関
わ
っ
た
藤
木
久
志
が
「
長
い
伝
統
を
持
つ
中
世
城
郭
論
（
縄
張
論
）
の
城
郭

の
観
察
と
、
新
た
に
登
場
し
て
き
た
考
古
学
の
方
法
に
よ
る
、
中
世
城
郭
の
発
掘
成

果
と
の
、
大
き
な
ズ
レ
と
年
代
観
の
較
差
」
に
つ
い
て
、
城
郭
研
究
と
歴
史
考
古
学
、

双
方
の
緊
密
な
対
話
を
期
待
す
る
意
見
を
表
明
し
た（
３
）。

そ
の
後
、
竹
井
英
文
は
、

杉
山
城
跡
が
山
内
・
扇
谷
上
杉
氏
抗
争
時
に
機
能
し
た
こ
と
を
示
す
関
連
史
料
と
し

て
﹇
史
料
一
﹈
を
提
示
し
、
毛
呂
氏
や
両
上
杉
氏
の
動
向
か
ら
永
正
・
大
永
年
間

（
一
五
一
〇
〜
二
〇
年
代
）
に
杉
山
城
が
存
在
し
た
と
主
張
し
た（
４
）。

続
い
て
、
齋

藤
慎
一
も
﹇
史
料
一
﹈
に
加
え
て
「
石
川
忠
総
留
書
」
を
傍
証
史
料
と
し
て
提
示
し
、

杉
山
城
跡
の
成
立
を
大
永
元
年
〜
四
年
（
一
五
二
〇
〜
二
四
）
に
比
定
す
る
見
解
を

示
し
た（
５
）。

こ
れ
に
よ
り
、
歴
史
考
古
学
の
成
果
に
文
献
史
学
の
裏
付
け
が
成
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
を
以
て
、
杉
山
城
跡
は
十
五
世
紀
末
に
近
い
後
半
か
ら
十
六
世
紀

の
第
一
四
半
期
と
い
う
年
代
比
定
で
一
致
し
た
「
戦
国
時
代
の
城
の
年
代
決
定
に
比

類
な
き
寄
与
を
す
る
」
事
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
た（
６
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
城
郭
研
究
の
側
で
は
、
関
東
の
研
究
者
を
中
心
に
「
杉
山
城
問

題
」
と
位
置
づ
け
て
、
空
間
論
や
戦
略
論
の
観
点
か
ら
反
論
が
出
さ
れ
た（
７
）。

し

か
し
な
が
ら
、「
問
題
」
と
捉
え
た
城
郭
研
究
者
の
側
か
ら
は
、
発
掘
や
文
献
調
査

の
評
価
に
対
す
る
直
接
の
反
論
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
多
く
の

城
郭
研
究
者
は
、
縄
張
り
研
究
の
基
礎
と
な
る
進
化
論
的
形
式
学
（
同
じ
時
代
・
文

化
圏
・
権
力
体
・
地
域
の
枠
の
中
で
技
巧
的
な
プ
ラ
ン
を
持
つ
城
郭
を
相
対
的
に
新

し
い
と
み
る
考
え
方
。
無
論
、
古
い
型
式
の
再
生
産
は
一
向
に
構
わ
な
い
。
村
田
修

三
に
よ
る
縄
張
り
研
究
の
提
起
や
、
千
田
嘉
博
・
木
島
孝
之
ら
の
織
豊
系
城
郭
虎
口

変
遷
案
の
柱
と
な
っ
た
）
と
権
力
論
を
突
き
詰
め
る
よ
り
も
、
城
の
構
造
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
場
の
個
性
や
状
況
な
ど
が
反
映
す
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
即
ち
、
多
く
の
城
郭
研
究
者
は
、
縄
張
り
研
究
独
自
の
年
代
観
の
追
求
に
関

心
を
払
わ
ず
、
文
献
史
学
・
歴
史
考
古
学
側
の
示
す
成
果
を
再
検
証
な
し
に
受
け
入

れ
、
個
別
検
証
毎
に
都
合
の
良
い
年
代
観
を
あ
て
は
め
て
解
釈
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
杉
山
城
跡
の
事
例
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
解
釈
は
相
互
の
論
理
矛
盾
を
指
摘
さ

れ
、
城
郭
研
究
は
閉
塞
と
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
と
の
酷
評
を
受
け
た（
８
）。

「
椙
山
之
陣
以
来
」
に
あ
る
「
椙
山
之
陣
」
は
何
を
指
す
の
か
？　

―
竹
井
英
文
氏
「
そ
の
後
の
「
杉
山
城
問
題
」」
に
お
け
る
批
判
に
応
え
る
―
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ト



「杉山之陣以来」にある「杉山之陣」は何を指すのか？（中西）

七
六

　

近
年
に
な
っ
て
、
木
島
孝
之
は
進
化
論
的
型
式
学
と
権
力
論
を
突
き
詰
め
る
立
場

か
ら
、「
杉
山
城
問
題
」
に
つ
い
て
、
①
﹇
史
料
一
﹈
の
「
椙
山
之
陣
」
は
「
陣
城
」

を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
「
戦
闘
」
を
指
す
こ
と
が
明
白
な
文
書
の
誤
読
。
②
発
掘

結
果
に
よ
る
年
代
比
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
藤
澤
良
祐
「
瀬
戸
美
濃

大
窯
編
年
案
」（
以
下
、
藤
澤
「
編
年
案
」）
に
は
標
準
遺
跡
の
年
代
に
根
本
的
な

誤
り
が
あ
る
と
し
て
、「
杉
山
城
問
題
」
自
体
が
元
よ
り
存
在
し
な
い
と
い
う
見
解

を
示
し
た（
９
）。

筆
者
も
杉
山
城
跡
を
論
じ
た
際
に
、
同
様
の
見
解
か
ら
「
椙
山
之

陣
」
が
杉
山
城
跡
を
指
す
と
す
る
竹
井
英
文
の
解
釈
は
文
書
の
誤
読
で
あ
る
と
評
価

し
た（
10
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
竹
井
は
、
陣
＝
軍
勢
が
駐
屯
し
て
い
る
場
所
そ
の
も
の
を
指
す

事
例
と
し
て
﹇
史
料
二
﹈﹇
史
料
三
﹈
の
村
岡
御
陣
の
用
例
な
ど
を
掲
げ
て
、「
椙
山

之
陣
」
は
杉
山
で
の
戦
闘
を
指
す
言
葉
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
よ
っ
て
、
筆
者
の
解

釈
を
誤
り
と
断
定
す
る
批
判
を
提
示
し
た（
11
）。

　

こ
の
竹
井
の
批
判
に
対
し
て
筆
者
は
、
第
三
十
回
全
国
城
郭
研
究
者
セ
ミ
ナ
ー
の

基
調
報
告
で
、①
新
た
な
類
例（
後
掲﹇
史
料
四
﹈〜﹇
史
料
八
﹈）を
示
し
た
う
え
で
、

﹇
史
料
一
﹈
の
「
椙
山
之
陣
」
を
「
杉
山
で
の
戦
闘
を
指
す
言
葉
と
は
考
え
ら
れ
ず
」

と
断
言
す
る
竹
井
の
主
張
は
、修
辞
的
・
文
法
的
に
見
て
文
書
の
誤
読
で
あ
る
、②「
椙

山
之
陣
」
＝
杉
山
城
跡
の
年
代
観
の
根
拠
で
あ
る
藤
澤
「
編
年
案
」
は
、
標
準
遺
跡

の
年
代
設
定
に
文
字
史
料
を
安
直
に
用
い
て
そ
の
後
の
再
利
用
を
視
野
に
入
れ
な
い

な
ど
廃
絶
時
期
の
設
定
に
根
本
的
な
問
題
を
抱
え
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
瀬
戸
美
濃
と

共
に
一
時
期
の
層
位
に
共
伴
し
て
い
た
他
の
土
器
・
陶
磁
器
の
編
年
案
に
つ
い
て
も

す
べ
か
ら
く
再
検
証
の
必
要
が
生
じ
る
、
と
す
る
内
容
の
再
反
論
を
行
っ
た
。
併
せ

て
、
藤
澤
「
編
年
案
」
の
見
直
し
は
、
従
来
の
出
土
遺
物
に
よ
る
年
代
観
の
再
検
証

と
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
見
解
の
見
直
し
を
迫
る
と
す
る
見
通
し
を
示
し
た（
12
）。

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
の
場
で
は
、
歴
史
考
古
学
側
か
ら
も
、
藤
澤
「
編
年
案
」
の
年

代
観
に
全
く
合
わ
な
い
と
い
う
重
要
な
発
掘
結
果
が
紹
介
さ
れ
た
。
具
体
的
に
い
う

と
、
田
向
城
跡
（
千
葉
県
芝
山
町
）
で
は
、
鉄
砲
玉
と
共
伴
す
る
層
位
か
ら
瀬
戸
美

濃
七
十
八
点
が
出
土
し
、
こ
れ
ら
を
藤
澤
良
祐
自
身
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
も
大
窯
Ⅰ
・
Ⅱ
段
階
と
判
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
九
州
や
畿
内

な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
鉄
砲
の
普
及
が
相
対
的
に
遅
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
関
東
で
は
、

鉄
砲
玉
が
出
土
す
る
層
位
の
年
代
は
、
早
く
見
て
も
永
禄
年
間
、
無
理
の
な
い
感
覚

で
言
え
ば
天
正
年
間
ま
で
下
る
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

戦
国
後
期
と
い
う
年
代
観
の
有
力
な
示
準
を
成
す
鉄
砲
玉
が
大
窯
Ⅰ
・
Ⅱ
段
階
の
瀬

戸
美
濃
と
共
伴
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る（
13
）。

そ
し
て
、
こ
れ
と
同
様
に
評
価

す
る
こ
と
が
可
能
な
発
掘
調
査
結
果
が
、
実
は
杉
山
城
跡
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

杉
山
城
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
一
点
で
は
あ
る
が
鉄
砲
玉
が
出
土
し
て
い
る
。
鉄

砲
玉
と
な
れ
ば
、
さ
す
が
に
調
査
者
も
多
少
は
気
に
懸
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
出

土
状
況
を
報
告
書
の
中
で
言
及
し
て
い
る（
14
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
鉄
砲
玉
は
表
土

直
下
か
ら
の
出
土
だ
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
表
土
中
に
は
近
世
の
遺
物
も
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
や
他
の
遺
物
と
直
接
的
に
結
び
付
け
ら
れ
る

も
の
と
は
考
え
に
く
い
と
い
う
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鉄
砲
玉
の
存
在
を

表
土
中
の
後
世
遺
物
と
同
様
の
扱
い
で
処
理
し
、
城
跡
遺
構
と
の
関
係
を
一
蹴
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
時
期
の
層
位
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
杉
山
城
跡
の
場

合
、
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
表
土
直
下
と
い
う
の
は
遺
構
面
の
直
上
を
意
味
す

る
。
そ
し
て
、
遺
構
面
の
直
上
か
ら
の
出
土
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
後
世
の
耕
作

や
動
物
、
或
い
は
風
雨
に
よ
る
遺
構
層
の
か
く
乱
等
の
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
鉄
砲
玉
と
古
瀬
戸
、
大
窯
Ⅰ
段
階
の
瀬
戸
美
濃
が
一
時
期
の
層
位
で
共
伴
関

係
に
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
く
な
る
。

　

右
の
田
向
城
跡
の
発
掘
調
査
結
果
に
加
え
、
杉
山
城
跡
で
の
鉄
砲
玉
の
出
土
状
況

の
捉
え
方
次
第
で
は
、
杉
山
城
跡
の
発
掘
調
査
結
果
は
、
一
転
し
て
藤
澤
「
編
年
案
」
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七
七

の
見
直
し
を
迫
る
事
例
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
従
来
の
出
土
遺
物
に
よ
る
年
代
観
の

再
検
証
と
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
見
解
の
見
直
し
を
迫
る
「
逆
杉
山
城
問
題
」
に
も
発

展
し
得
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
今
後
、
関
東
地
方
の
発
掘
調
査
事
例
を
丹
念
に
確
認
、
再
検

証
し
て
い
け
ば
、
同
様
の
事
例
が
さ
ら
に
出
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
筆

者
の
再
反
論
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
る
。

　

一
方
、﹇
史
料
一
﹈
の
「
椙
山
之
陣
」
に
つ
い
て
は
、
修
辞
的
・
文
法
的
に
見
て

こ
れ
が
杉
山
で
の
戦
闘
を
指
す
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
大
方
の
文
献
史
学
研

究
者
か
ら
み
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
明
文
化
し
て
指
摘
す
る
こ
と
さ
え
憚
ら
れ
る
次
元
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
日
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
た
竹
井
は
そ

の
誤
読
を
全
く
認
め
ず
、
ま
た
、
一
部
の
若
手
文
献
史
学
研
究
者
か
ら
も
誤
読
で
は

な
い
と
擁
護
す
る
意
見
す
ら
出
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
ら
の
姿
を
見
て
、
筆
者

は
、
一
部
の
文
献
史
学
研
究
者
が
城
郭
研
究
（
特
に
縄
張
り
研
究
）
に
対
し
て
抱
く

根
強
い
生
理
的
嫌
悪
感
情
の
よ
う
な
も
の
を
垣
間
見
た
気
が
し
た
。
ま
た
、
そ
の
感

情
が
あ
る
故
か
、
城
郭
研
究
へ
の
批
判
の
た
め
に
は
自
身
の
研
究
分
野
の
信
頼
性
を

損
な
わ
せ
る
よ
う
な
明
ら
か
に
無
理
押
し
と
い
え
る
見
解
を
平
然
と
公
言
で
き
る
姿

勢
に
、
正
直
驚
か
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
憚
り
な
が
ら
も
、
寄
せ
ら
れ
た
批
判
に
は
や
は
り
払
う
べ
き
だ
と
考
え
、

再
度
、
当
日
に
口
頭
報
告
で
示
し
た
要
点
を
明
文
化
し
、
竹
井
の
主
張
す
る
解
釈
は

修
辞
的
・
文
法
的
に
見
て
文
書
の
誤
読
で
し
か
な
い
こ
と
を
大
方
の
文
献
史
学
研
究

者
と
の
間
で
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い
。　

椙
山
之
陣
以
来
」
の
解
釈
に
つ
い
て

　
﹇
史
料
一
﹈の「
椙
山
之
陣
」の
解
釈
に
つ
い
て
は
、竹
井
英
文
は﹇
史
料
二
﹈と﹇
史

料
三
﹈
の
「
村
岡
御
陣
」
の
用
例
を
掲
げ
て
、「
陣
」
と
「
合
戦
」
は
史
料
上
で
弁

別
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
合
の
「
陣
」
と
は
軍
勢
が
駐
屯
し
て
い
る
場
そ
の
も
の
を

指
す
言
葉
と
捉
え
る
べ
き
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
椙
山
之
陣
」は
上
杉
憲
房
が「
椙

山
」
に
在
陣
し
た
場
所
を
指
す
名
称
と
し
て
、筆
者
の
解
釈
を
誤
り
と
断
言
す
る（
15
）。

　

確
か
に
「
陣
」
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
用
例
が
あ
る
。『
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）

を
見
る
と
、
陣
だ
て
・
陣
列
や
軍
勢
が
駐
屯
し
て
い
る
場
、
そ
し
て
、
い
く
さ
・
戦

い
・
合
戦
等
、
幅
広
い
用
例
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
竹
井
は
知
っ
て
か
知
ら
ず

で
か
、「
椙
山
之
陣
」
の
後
ろ
に
「
以
来
」
と
文
言
が
続
く
場
合
に
は
そ
の
意
味
が

限
定
さ
れ
る
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
。
同
じ
く
『
国
語
大
辞
典
』
の
「
い-

ら
い
【
以

来
】
を
見
る
と
、①
（
多
く
時
、事
件
な
ど
を
表
す
語
に
つ
い
て
）
そ
の
時
点
を
含
み
、

そ
れ
よ
り
後
ず
っ
と
の
意
を
表
す 

②
現
在
を
起
点
に
し
て
い
う
。
今
よ
り
後
ず
っ

と
。」
と
あ
る（
16
）。﹇

史
料
一
﹈
の
場
合
、「
椙
山
之
陣
」
の
後
に
「
以
来
」
と
い
う

文
言
が
続
く
こ
と
で
、「
陣
」
は
時
や
事
件
（
或
い
は
、
出
来
事
）
な
ど
を
表
す
語

に
限
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
軍
勢
が
駐
屯
し
て
い
る
場
（
＝
或
い
は
、
杉
山
陣
所
・
陣

城
、
杉
山
城
）
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
杉
山
で
の
戦
闘
」
と
い
う
出
来
事
を
指
す
。

よ
っ
て
、竹
井
が
主
張
す
る
解
釈
で
は
、「
杉
山
城
（
杉
山
陣
城
、杉
山
陣
所
）
以
来
、

憲
房
を
援
護
し
て
き
た
こ
と
を
賞
す
る
」
と
な
り
、
文
法
的
に
奇
妙
な
読
み
方
と
な

る
。
そ
う
で
は
な
く
、「
杉
山
で
の
戦
闘
（
戦
い
）
以
来
、
憲
房
を
援
護
し
て
き
た

こ
と
を
賞
す
る
」と
読
む
の
が
至
極
当
然
で
あ
る
。﹇
史
料
三
﹈に
つ
い
て
も
同
様
に
、

「
村
岡
の
戦
闘
（
戦
い
）
に
従
っ
て
以
来
」
と
解
釈
す
る
方
が
修
辞
的
・
文
法
的
に

見
て
素
直
な
解
釈
で
あ
る
。

「
○
○
陣
以
来
」
の
他
の
用
例
に
つ
い
て

　

こ
う
し
た
用
例
は
﹇
史
料
一
﹈
だ
け
に
限
ら
な
い
。
セ
ミ
ナ
ー
報
告
で
は
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
の
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
「
陣
以
来
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
で
き
る
事
例
五
点
を
紹
介
し
た（
17
）。

こ
れ
以
外
に
も
博
捜



「杉山之陣以来」にある「杉山之陣」は何を指すのか？（中西）

七
八

す
れ
ば
、
さ
ら
に
幾
つ
か
の
例
が
検
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
各
事
例
を
見

て
み
る
。

　

ま
ず
、
戦
国
・
織
豊
期
の
事
例
と
し
て
﹇
史
料
四
﹈
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
慶
長

七
年
（
一
六
〇
二
）
に
吉
見
広
行
が
佐
世
元
嘉
に
提
出
し
た
起
請
文
で
あ
る
。
そ
の

中
で
広
行
は
、
近
年
で
も
若
輩
な
が
ら
も
「
高
麗
御
陣
以
来
」
ご
奉
公
を
遂
げ
た
と

記
す
。
こ
こ
で
、「
陣
」
と
は
軍
勢
が
駐
屯
し
て
い
る
場
そ
の
も
の
を
指
す
と
い
う

竹
井
の
主
張
に
従
え
ば
、「
高
麗
御
陣
」
と
い
う
名
称
の
場
＝
陣
城
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
名
称
の
陣
城
は
存
在
せ
ず
、
朝
鮮
出
兵
と
い
う

高
麗
で
の
一
連
の
戦
闘
、
出
来
事
を
指
す
。

　

次
の
﹇
史
料
五
﹈
は
、
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
に
、
大
徳
寺
別
院
と
し
て
復
興

し
た
龍
翔
寺
が
所
領
の
長
門
国
包
光
名
の
還
付
を
求
め
た
文
書
で
あ
る
。そ
の
中
で
、

あ
ま
つ
さ
え
「
東
寺
両
陣
以
来
」、（
龍
翔
寺
の
）
殿
堂
は
破
却
さ
れ
退
転
し
、
開
山

の
大
應
国
師
像
を
大
徳
寺
に
借
座
し
た
う
え
で
、
然
る
間
に
寺
内
を
移
転
し
再
建
す

る
こ
と
と
な
っ
た
経
過
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
東
寺
両
陣
」
は
、
大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
に
細
川
高
国
が
東
寺
に
布
陣
し
三
好
・
波
多
野
勢
と
戦
っ
た
一
連
の

戦
闘
（
桂
川
原
の
戦
い
）
を
指
す
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
も
「
東
寺
両
陣
」
と

い
う
場
＝
陣
城
や
「
東
寺
両
城
」
の
存
在
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
無
理
矢
理
に
東

寺
に
陣
城
の
存
在
を
想
定
す
る
余
地
が
全
く
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
そ
の
場

合
で
も
、
そ
の
後
に
「
以
来
」
と
い
う
文
言
が
続
く
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
修
辞
的
・

文
法
的
に
見
て
、
や
は
り
、
か
な
り
奇
妙
な
解
釈
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
﹇
史
料
六
﹈
は
、
京
都
の
一
条
町
屋
地
に
お
け
る
後
藤
隆
光
と
一
条
家
雑
掌
の
争

論
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。
そ
の
中
で
同
地
が
「
河
州
御
陣
」
以
来
、不
知
行
に
な
っ

て
い
た
と
述
べ
る
。
文
中
の
「
河
州
御
陣
」
は
明
応
の
政
変
を
引
き
起
こ
す
契
機
と

な
っ
た
足
利
義
材
の
河
内
出
兵
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
も
、﹇
史
料
五
﹈

と
同
じ
く
、「
河
州
陣
城
」
や
「
河
州
城
」
と
い
う
場
＝
陣
城
の
存
在
を
示
す
も
の

で
は
な
い
。

　

同
じ
く
、﹇
史
料
七
﹈
で
は
、
三
宝
院
御
門
跡
雑
掌
に
よ
り
、
三
宝
院
が
「
正
覚

寺
御
陣
」
以
来
、
足
利
義
材
（
義
尹
）
に
忠
節
を
尽
く
し
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
正
覚
寺
御
陣
」
は
、
前
掲
の
明
応
の
政
変
で
畠
山
政
長
が
敗

死
し
、
足
利
義
材
が
降
伏
し
た
正
覚
寺
合
戦
を
指
す
。
こ
の
場
合
、
当
地
に
正
覚
寺

城
跡
は
存
在
す
る
が
、「
以
来
」
と
い
う
文
言
が
続
く
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
や
は

り
正
覚
寺
城
で
は
な
く
正
覚
寺
合
戦
と
い
う
出
来
事
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、﹇
史
料
八
﹈
の
「
馳
參
肥
後
國
板
井
原
御
陣
以
来
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
用
例
と
異
な
り
、
肥
後
国
板
井
原
御
陣
に
馳
せ
参
じ
て
以
来
と
い
う
意
味
と

な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、馳
せ
参
じ
る
対
象
と
し
て「
板
井
原
陣
所
」や「
板
井
原
城
」

の
存
在
を
想
定
す
る
余
地
が
幾
分
か
は
残
る
。
そ
の
点
を
強
調
し
て
「
軍
勢
が
駐
屯

し
て
い
る
場
そ
の
も
の
＝
陣
所
」
を
指
す
事
例
と
言
い
張
る
こ
と
も
解
釈
上
、
不
可

能
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、「
以
来
」と
い
う
文
言
が
後
に
続
く
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、

や
は
り
「
肥
後
國
板
井
原
御
陣
」
は
肥
後
国
板
井
原
で
の
戦
闘
と
解
釈
す
る
方
が
修

辞
的
・
文
法
的
に
見
て
素
直
な
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
必
ず
し
も
「
板
井
原
陣
所
」

や
「
板
井
原
城
」
の
存
在
を
示
す
も
の
と
は
言
え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
で
得
た
五
例
を
掲
げ
て
み
て
も
、「
以
来
」

と
い
う
文
言
が
後
ろ
に
続
く
場
合
に
は
、「
軍
勢
が
駐
屯
し
て
い
る
場
」
と
し
て
解

釈
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
の
戦
闘
と
い
う
出
来
事
を
指
す
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

以
上
、
あ
ら
た
め
て
、﹇
史
料
一
﹈
の
「
椙
山
之
陣
」
を
「
戦
闘
を
指
す
言
葉
と

は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
す
る
竹
井
の
主
張
は
、
解
釈
以
前
の
文
法
上
の
誤
読
で
あ
る

こ
と
、
も
し
「
誤
読
」
と
ま
で
言
う
の
が
言
い
過
ぎ
で
あ
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
極

め
て
奇
妙
な
読
み
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
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「
椙
山
之
陣
」
の
場
所
の
比
定
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
、全
く
の
初
歩
的
な
問
題
で
あ
る
が
、竹
井
の
主
張
は
、﹇
史
料
一
﹈の「
椙

山
之
陣
」
を
武
蔵
国
比
企
郡
の
杉
山
の
地
に
特
定
す
る
こ
と
を
冒
頭
の
大
前
提
に
展

開
さ
れ
て
い
る
。
翻
し
て
言
え
ば
、「
椙
山
」
が
武
蔵
国
比
企
郡
の
杉
山
を
指
す
と

い
う
、
こ
の
一
点
が
確
実
に
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
即
座
に
そ
の
主
張
が
崩
壊
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
は
、「
杉
山
」
と
い
う
地
名
は
、
杉

山
神
社
な
ど
の
事
例
を
含
め
る
と
、
武
蔵
国
や
相
模
国
内
に
広
く
確
認
で
き
る（
18
）。

そ
し
て
、
当
該
地
域
は
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
絶
え
ず

両
上
杉
氏
・
後
北
条
氏
間
の
紛
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
状
況
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
何
も
「
椙
山
之
陣
」
の
比
定
地
が
武
蔵
国
比
企
郡
の
杉
山
だ
け
に
限
定
さ

れ
る
訳
で
は
な
い
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、竹
井
が
武
蔵
国
比
企
郡
と
す
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
﹇
史
料
一
﹈

に
関
し
て
、
竹
井
自
身
が
そ
の
補
注
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

―
「
な
お
、「
家
譜
覚
書
」
に
﹇
史
料
一
﹈
と
同
文
で
「
憲　

花
押
」
と
あ
る
史

料
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。
そ
こ
に
は
、「
仕
山
内
上
杉
管
領　

文
亀
三
年
癸
亥
豆

州
杉
山
役
以
有
働
自
上
杉
家
賜
書
」
と
注
が
あ
り
、﹇
史
料
一
﹈
に
「
□
□
文
亀
三

年
ト
有
」
と
注
が
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。」
―（
19
）

　

即
ち
、
竹
井
は
、﹇
史
料
一
﹈
の
「
椙
山
之
陣
」
を
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
の

「
豆
州
杉
山
役
」
と
す
る
後
世
の
注
書
に
つ
い
て
、
さ
す
が
に
そ
の
存
在
が
多
少
の

気
に
懸
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
一
応
、
言
及
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
竹
井
は

こ
の
注
書
の
信
憑
性
を
全
く
確
認
し
な
い
ま
ま
に
、
根
拠
が
不
明
確
で
事
実
関
係
と

全
く
合
わ
な
い
も
の
と
し
て
一
蹴
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
豆
州
（
伊
豆
国
）
杉
山
役
」

を
武
州
（
武
蔵
国
）
の
「
椙
山
之
陣
」
と
読
み
替
え
て
、﹇
史
料
一
﹈
を
永
正
〜
大

永
年
間
に
杉
山
城
跡
が
存
在
し
た
証
拠
と
し
て
提
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
当

に
文
亀
三
年
の
「
豆
州
杉
山
役
」
は
、
竹
井
が
述
べ
る
よ
う
な
根
拠
が
不
明
確
で
事

実
関
係
と
全
く
合
わ
な
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
、
伊
豆
国
は
山
内
上
杉
氏
の
領
国
で
あ
っ
た
。
十
五
世
紀
後
半
に
は
堀

越
公
方
領
と
な
る
が
、そ
れ
で
も
依
然
と
し
て
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

扇
谷
上
杉
氏
と
結
ん
だ
伊
勢
宗
瑞
（
後
北
条
氏
）
が
伊
豆
国
へ
侵
攻
し
、
山
内
上
杉

氏
・
甲
斐
武
田
氏
と
結
ぶ
堀
越
公
方
足
利
茶
々
丸
と
激
し
く
交
戦
す
る
。
明
応
七
年

（
一
四
九
八
）
に
宗
瑞
は
茶
々
丸
を
殺
害
す
る
も
の
の
、
扇
谷
上
杉
氏
と
和
睦
し
た

山
内
上
杉
氏
は
文
亀
年
間
を
通
し
て
伊
豆
国
か
ら
相
模
国
西
部
を
中
心
に
伊
勢
宗
瑞

と
激
し
く
交
戦
す
る
状
態
と
な
る
。
従
っ
て
「
豆
州
杉
山
役
」
は
そ
れ
ら
の
戦
闘
の

一
局
面
を
指
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（
20
）。

　

但
し
、厳
密
に
い
う
と
、伊
豆
国
内
に
は
戦
国
前
期
ま
で
遡
る
こ
と
が
確
実
な
「
杉

山
」
と
い
う
地
名
は
確
認
で
き
な
い（
21
）。

し
か
し
な
が
ら
、
伊
豆
国
境
と
接
す
る

相
模
国
土
肥
郷
に
は
史
跡
「
土
肥
の
椙
山
（
伝
土
肥
椙
山
巌
窟
）」（
現
在
の
神
奈
川

県
湯
河
原
町
鍛
冶
屋
）
が
存
在
す
る
。
同
所
を
地
形
図
で
確
認
す
る
と
、
伊
豆
国
と

相
模
国
を
跨
ぐ
山
塊
に
位
置
す
る
。
し
か
も
、
伊
豆
国
境
か
ら
大
き
く
見
積
も
っ
て

も
一
〜
二
キ
ロ
内
の
距
離
で
し
か
な
く
、
ま
た
、
地
理
的
感
覚
か
ら
み
れ
ば
、
伊
豆

国
と
の
境
の
区
別
が
容
易
で
は
な
い
、
つ
ま
り
、
地
理
に
明
る
い
者
で
な
け
れ
ば
伊

豆
国
と
混
同
し
て
し
ま
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
よ
う
な
境
界
地
点
に
あ
た
る
。

　

こ
の
「
土
肥
の
椙
山
」
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、「
平
家
物
語
」﹇
史
料
九
﹈
や
「
吾

妻
鏡
」﹇
史
料
一
〇
﹈
が
あ
る（
22
）。

そ
れ
ら
の
記
述
を
見
る
と
、
伊
豆
国
山
中
か
ら

相
模
国
に
進
出
し
た
源
頼
朝
（
武
衛
）
勢
は
、
石
橋
山
で
大
庭
景
親
率
い
る
平
家
方

三
千
騎
と
交
戦
し
て
敗
れ
、
後
方
の
山
中
、「
土
肥
の
椙
山
」
に
逃
げ
込
み
、「
椙
山

内
堀
口
邊
」
に
陣
を
張
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、「
及
晩
北
條
殿
、
參
著

于
椙
山
陣
給
、
爰
筥
根
山
別
当
行
實
、
差
弟
相
永
實
、
令
持
御
駄
餉
、
奉
尋
武
衛
」

と
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
椙
山
」
は
単
な
る
杉
林
の
山
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
椙

山
内
堀
口
邊
」
と
あ
る
よ
う
に
明
ら
か
に
地
名
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
範
囲
は
小
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字
程
度
で
は
な
く
、
豆
相
国
境
の
広
い
一
帯
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
椙
山
陣
」
の
後
に
「
〜
以
来
」
と
い
う
文
言
が
続
か
な
い
た
め
、「
椙
山
陣
」
は
頼

朝
勢
が
構
え
た
陣
所
を
指
す
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。つ
ま
り
、「
平
家
物
語
」「
吾
妻
鏡
」

の
記
述
か
ら
、治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
に
豆
相
国
境
の
山
中
（
土
肥
の
椙
山
）

に
逃
げ
込
ん
だ
頼
朝
勢
が
「
椙
山
内
堀
口
邊
」
に
構
え
た
陣
所
＝
「
椙
山
陣
」
の
存

在
を
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
豆
相
国
境
に
は
広
く
「
椙

山
」
と
称
さ
れ
る
地
が
あ
り
、
そ
の
地
名
は
鎌
倉
期
に
は
存
在
し
て
い
た
と
い
う
点

で
あ
る
。

　

勿
論
、
豆
相
国
境
の
「
椙
山
」
の
地
が
、
戦
国
前
期
の
「
豆
州
杉
山
役
」
に
直
接

的
に
該
当
す
る
と
い
う
確
証
を
掴
む
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
可
能
性
は
容
易
に
は
捨
て
難
い
。
な
ぜ
な
ら
、
豆
相
国
境
の
「
椙
山
」
の
地
に
つ

い
て
は
、
前
掲
の
通
り
、
明
応
〜
文
亀
年
間
に
山
内
上
杉
氏
と
後
北
条
氏
の
交
戦
の

場
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、ま
た
、「
平
家
物
語
」「
吾
妻
鏡
」な
ど
を
通
し
て「
椙

山
」
の
名
称
が
戦
国
前
期
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
て
も
何
の
不
自
然
も
な
い
。
加
え

て
、「
椙
山
」
の
地
の
周
囲
に
は
伊
豆
山
権
現
・
箱
根
権
現
な
ど
の
山
岳
寺
院
勢
力

が
集
中
し
て
お
り
、
失
地
回
復
を
図
る
山
内
上
杉
氏
が
豆
相
国
境
の
在
地
諸
勢
力
を

糾
合
し
て
後
北
条
氏
と
交
戦
す
る
に
は
戦
略
上
適
地
と
も
い
え
る
場
所
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

右
の
よ
う
な
点
に
鑑
み
る
と
、
後
世
の
も
の
と
は
い
え
、
注
書
の
「
豆
州
杉
山
役
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
、
後
世
の
注
書
と
は
い
え
、
原
資
料
の
「
豆
州
」
を
「
武

州
」
と
読
み
替
え
て
「
椙
山
」
を
武
蔵
国
比
企
郡
の
杉
山
の
地
と
指
す
と
解
釈
す
る

竹
井
の
よ
う
な
史
料
操
作
を
行
う
と
な
れ
ば
、
先
ず
は
、「
椙
山
」
が
明
応
〜
文
亀

年
間
の
山
内
上
杉
氏
と
後
北
条
氏
の
伊
豆
・
相
模
国
境
に
お
け
る
交
戦
と
関
係
の
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
作
業
が
必
要
不
可
欠
な
は
ず
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、﹇
史
料
一
﹈
に
あ
る
毛
呂
氏
が
憲
房
＝
山
内
上
杉
方
と
し
て
「
相
守
」

る
契
機
と
な
っ
た
「
椙
山
之
陣
」
に
つ
い
て
は
、
注
書
の
記
述
を
素
直
に
受
け
取
っ

て
も
何
の
問
題
も
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
前
述
し
た
よ
う
な
豆
相
国
境

地
帯
の
地
勢
・
地
理
条
件
、
同
地
を
め
ぐ
る
戦
況
、「
椙
山
」
と
い
う
地
名
の
存
在

に
鑑
み
れ
ば
、
山
内
上
杉
氏
と
後
北
条
氏
の
間
で
断
続
的
に
続
い
た
交
戦
の
内
、
文

亀
三
年
「
豆
州
杉
山
役
」
に
際
し
て
構
築
さ
れ
た
陣
所
か
、
或
い
は
戦
闘
そ
の
も
の

を
指
す
と
見
る
解
釈
の
方
が
、
遙
か
に
蓋
然
性
が
高
い（
23
）。

　

以
上
、
長
々
と
検
討
し
た
が
、
も
し
仮
に
、
限
り
な
く
譲
っ
て
、
竹
井
が
説
く
「
椙

山
之
陣
以
来
」
に
つ
い
て
の
解
釈
（「
椙
山
之
陣
以
来
」
の
「
椙
山
陣
」
と
は
、「
陣
所
」

そ
の
も
の
を
指
す
と
い
う
解
釈
）
が
容
認
さ
れ
た
と
し
て
も
（
勿
論
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
、
殆
ど
の
文
献
史
学
研
究
諸
氏
の
間
で
は
ま
ず
有
り
得
な
い
も
の
と
考
え
る

が
）、﹇
史
料
一
﹈
の
「
椙
山
之
陣
」
を
永
正
〜
大
永
年
間
の
武
蔵
国
比
企
郡
の
杉
山

の
地
に
比
定
し
た
解
釈
は
、
特
に
積
極
的
な
根
拠
を
持
つ
訳
で
は
な
い
こ
と
、
そ
の

う
え
、
留
意
す
べ
き
注
書
の
記
述
を
冒
頭
か
ら
無
視
す
る
と
い
う
軽
率
な
史
料
処
理

か
ら
出
発
し
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

結
論

　

こ
れ
ま
で
、
竹
井
は
杉
山
城
跡
の
「
考
古
学
の
成
果
を
踏
ま
え
て
遺
構
を
解
釈
し

文
献
史
料
に
結
び
つ
け
て
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
」（
24
）

と
し
て
、
今
回
の
私
へ

の
批
判
だ
け
で
な
く
、
城
郭
研
究
者
全
体
に
新
た
な
城
郭
研
究
へ
の
見
直
し
を
求
め

る
な
ど
の
大
論
陣
を
張
っ
て
き
た
。
そ
の
批
判
を
受
け
て
、
あ
ら
た
め
て
彼
の
述
べ

る
「
総
合
的
判
断
」
の
実
態
を
確
認
し
て
み
る
と
、「
椙
山
之
陣
」
と
杉
山
城
跡
の

現
存
遺
構
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
文
字
史
料
の
解
釈
は
、
や
は
り
、
単
な
る
文
法

上
の
誤
読
で
し
か
な
か
っ
た
。
仮
に
、
限
り
な
く
譲
っ
て
、「
誤
読
」
と
ま
で
は
言

え
な
い
と
し
て
も
（
し
か
し
、
限
り
な
く
誤
読
に
近
い
が
）、﹇
史
料
一
﹈
か
ら
永
正
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〜
大
永
年
間
の
武
蔵
国
比
企
郡
の
杉
山
の
地
に
比
定
す
る
解
釈
は
、
積
極
的
な
根
拠

が
な
い
ば
か
り
か
、
軽
率
な
史
料
処
理
を
出
発
点
に
し
て
導
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
竹
井
が
全
面
的
に
頼
み
と
す
る
歴
史
考
古
学
の
成
果
、
つ

ま
り
、
藤
澤
「
編
年
案
」
の
内
の
特
に
大
窯
Ⅰ
・
Ⅱ
段
階
部
分
の
年
代
観
は
、
標
準

遺
跡
と
す
る
勝
間
田
城
跡
な
ど
の
遺
跡
の
廃
絶
時
期
を
、
文
字
史
料
（
し
か
も
、
文

献
史
学
で
は
使
用
に
お
い
て
殊
更
注
意
の
必
要
が
説
か
れ
て
い
る
は
ず
の
軍
記
・
地

誌
の
中
の
、
し
か
も
戦
国
初
頭
に
関
す
る
記
事
）
を
安
直
に
引
用
し
て
設
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
加
え
て
、
藤
澤
「
編
年
案
」
に
お
い
て
重
要
な
標
準
遺
跡
と
な
る
沓
掛

城
や
安
濃
津
遺
跡
の
実
年
代
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
後
の
再
利
用
の
可
能
性
が
文
字

史
料
か
ら
も
十
二
分
に
考
え
ら
れ
る
な
ど
、
城
郭
研
究
に
特
段
の
知
識
を
持
た
な
い

文
献
史
学
側
の
視
点
だ
け
か
ら
で
も
、
そ
の
危
う
さ
が
峻
別
で
き
る
も
の
で
あ
っ

た（
25
）。

そ
の
う
え
、
前
掲
の
田
向
城
跡
だ
け
で
な
く
、
新
府
城
（
山
梨
県
韮
崎
市
）

や
津
久
井
城
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）、
滝
の
山
城
跡
（
埼
玉
県
所
沢
市
）
な
ど
の

よ
う
に
、
戦
国
末
期
ま
で
機
能
し
た
城
郭
跡
に
お
い
て
、
藤
澤
「
編
年
案
」
で
は

十
五
世
紀
後
半
〜
十
六
世
紀
前
半
と
さ
れ
る
瀬
戸
美
濃
大
窯
が
比
較
的
多
く
出
土
す

る
、
そ
の
一
方
で
十
六
世
紀
後
半
の
遺
物
が
殆
ど
出
土
し
な
い
と
い
う
事
例
が
確
実

に
増
え
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
城
郭
遺
構
の
年
代
観
と
藤
澤
「
編
年
案
」
に
よ
る
陶

磁
器
編
年
案
が
全
く
整
合
し
な
い
事
例
が
増
え
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
さ
ら

に
大
き
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、既
に
山
上
雅
弘
か
ら
も
指
摘
が
あ
り
、

既
存
の
陶
磁
器
編
年
案
の
有
効
性
や
問
題
点
を
総
点
検
す
る
時
期
に
来
て
い
る
こ
と

が
説
か
れ
て
い
る（
26
）。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
、
藤
澤
「
編
年
案
」
が
歴
史
考
古
学
側
全
体
の
共
通
見
解
で
あ

る
と
い
う
竹
井
の
認
識
自
体
が
誤
り
で
あ
る
。
藤
澤
「
編
年
案
」
大
窯
Ⅰ
・
Ⅱ
段
階

に
該
当
す
る
製
品
の
使
用
時
期
を
永
禄
・
天
正
年
間
ま
で
か
な
り
の
年
代
幅
を
持
た

せ
て
捉
え
る
べ
き
と
す
る
見
解
や
、
十
六
世
紀
前
半
代
と
評
価
さ
れ
て
い
た
大
窯
遺

跡
（
大
窯
Ⅰ
・
Ⅱ
段
階
に
該
当
す
る
）
の
操
業
自
体
を
十
六
世
紀
後
半
代
に
下
ら
せ

て
捉
え
る
べ
き
と
い
う
見
解
も
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
る（
27
）。

こ
れ
ら
の
点
に
鑑

み
て
も
、
竹
井
が
「
考
古
学
の
成
果
」
と
強
調
し
た
藤
澤
「
編
年
案
」
は
、
必
ず
し

も
、
歴
史
考
古
学
側
の
共
通
し
た
見
解
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

　

即
ち
、
竹
井
が
「
総
合
的
」
で
あ
る
と
自
負
す
る
判
断
の
内
実
は
、
文
字
史
料
だ

け
で
も
容
易
に
分
か
る
よ
う
な
こ
と
す
ら
事
前
に
全
く
確
認
し
な
い
ま
ま
、
安
直
に

考
古
学
的
な
一
見
解
を
「
動
か
ぬ
証
拠
」
と
し
て
飛
び
つ
い
た
、
専
門
家
ら
し
か
ら

ぬ
軽
率
な
判
断
で
し
か
な
い
。
竹
井
よ
り
私
へ
頂
戴
し
た
厳
し
い
批
判
の
文
言
を
そ

の
ま
ま
直
に
返
上
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
ば
、
竹
井
に
よ
る
「
杉
山
城
問
題
」
な
る

も
の
は
、「
飛
躍
的
に
進
展
し
た
考
古
学
的
研
究
」
に
対
す
る
理
解
も
、
組
み
合
せ

る
べ
き「
文
献
史
学
的
研
究
」に
対
す
る
理
解
も
全
く
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

た
、
と
総
括
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
大
上
段
に
振

り
か
ざ
し
て
学
際
的
領
域
で
ひ
と
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
に
過

ぎ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
連
の
「
杉
山
城
問
題
」
を
問
い
掛
け
た
者
・
支
持
し
た
者
の
意
図

に
つ
い
て
は
、「
邪
推
が
混
じ
る
か
も
知
れ
な
い
が
」
と
い
う
断
り
書
き
を
し
た
う

え
で
、
既
に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
即
ち
、
杉
山
城
跡
の
発
掘
結
果

を
得
て
、
こ
れ
に
文
字
史
料
か
ら
も
何
ら
か
の
裏
付
け
を
示
す
こ
と
で
、
進
化
論
的

形
式
学
を
基
礎
と
す
る
縄
張
り
研
究
は
成
り
立
た
な
い
、
代
わ
っ
て
、
文
献
史
学
側

が
歴
史
考
古
学
の
成
果
に
文
字
史
料
の
裏
付
け
を
与
え
る
「
協
働
」
関
係
を
以
て
、

か
つ
て
の
城
郭
史
研
究
の
如
き
主
導
的
地
位
を
取
り
戻
す
、と
い
う
も
の
で
あ
る（
28
）。

こ
の
こ
と
は
、
竹
井
の
「
当
面
は
文
献
史
学
や
考
古
学
の
成
果
か
ら
年
代
比
定
し
、

空
間
論
に
よ
っ
て
個
々
の
城
郭
の
性
格
や
機
能
を
解
明
し
て
い
く
他
は
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
主
張
か
ら
も
、そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う（
29
）。

お
そ
ら
く
、
こ
の
軽
率
な
振
舞
い
は
そ
の
強
い
思
い
が
生
ん
だ
「
勇
み
足
」
で
は
な
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い
か
。

　

最
後
に
、「
杉
山
城
問
題
」
の
顛
末
は
、
単
に
一
個
人
の
研
究
者
の
誤
読
や
稚
拙

な
判
断
を
指
摘
す
る
だ
け
で
終
わ
る
問
題
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、今
回
の
「
騒
動
」

は
、
図
ら
ず
も
一
部
の
文
献
史
学
研
究
者
が
進
め
て
き
た
学
際
的
研
究
の
実
態
を
顕

著
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

竹
井
に
限
ら
ず
、
杉
山
城
跡
に
関
す
る
一
部
の
文
献
史
学
・
歴
史
考
古
学
研
究
者

の
発
言
を
見
る
と
、
歴
史
考
古
学
の
遺
物
編
年
案
か
ら
導
い
た
一
見
解
を
動
か
ぬ
証

拠
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
一
見
解
に
文
献
史
学
側
が
文
字
史
料
に
よ
る
年
代
観
や
解

釈
の
裏
付
け
を
与
え
て
評
価
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。
こ
う
し
た
手

法
を
採
る
理
由
に
、
特
に
城
郭
遺
構
を
解
釈
す
る
場
合
に
は
、
総
じ
て
偶
然
資
料
と

し
て
の
限
界
を
持
つ
文
字
史
料
だ
け
で
は
十
分
な
遺
構
解
釈
が
困
難
で
あ
る
と
い
う

実
状
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
遺
物
編
年
案
に
よ
る
考
古
学
的
成
果
を
文
字
史
料

と
は
性
格
の
異
な
る
「
第
三
者
的
な
見
解
」
と
捉
え
、
複
数
の
観
点
か
ら
見
解
の
一

致
が
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
以
て
、
如
何
に
も
学
際
的
な
手
法
の
結
果
で
あ
る
か

の
よ
う
に
自
説
の
妥
当
性
を
訴
え
る
方
法
が
採
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
、
自
ら
依
拠
す
る
考
古
学
的
成
果
と
い
う
も
の
が
、

実
は
、
文
字
史
料
の
安
直
な
援
用
で
作
成
さ
れ
た
遺
物
編
年
案
と
い
う
、
問
題
の
多

い
、
再
点
検
を
要
す
る
危
う
い
定
規
で
導
か
れ
た
一
見
解
で
あ
る
こ
と
さ
え
も
、
一

部
の
文
献
史
学
研
究
者
は
全
く
気
づ
い
て
い
な
い（
30
）。

結
局
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
、

自
分
た
ち
の
主
張
に
都
合
の
良
い
考
古
学
的
成
果
を
意
図
的
に
選
別
す
る
こ
と
に
主

眼
が
あ
り
、
用
い
よ
う
と
す
る
考
古
学
的
成
果
の
妥
当
性
そ
の
も
の
を
検
証
す
る
こ

と
に
は
全
く
関
心
を
払
わ
な
い
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る（
31
）。

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、「
逆
杉
山
城
問
題
」
と
し
て
総
括
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
１
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
結
果
は
、
埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館
編
『
戦
国
の
城
』（
高
志
書
院
、

二
〇
〇
五
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
浅
野
晴
樹
「
開
催
に
あ
た
っ
て
」﹇『
小
田
原
北
条
氏
の
城
郭
―
発
掘
調
査
か
ら
み
る
そ

の
築
城
技
術
―
』（
東
国
中
世
考
古
学
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
）﹈

（
３
）
藤
木
久
志
「
戦
国
比
企
の
城
と
村
」﹇
前
掲
文
献
（
１
）
所
収
﹈。
な
お
、
文
中
で
藤
木

は
、「
村
の
城
」
の
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
と
し
て
、
杉
山
城
か
ら
直
線
で
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
程
の
距
離
に
所
在
す
る
谷
ツ
遺
跡
（
嵐
山
町
大
字
杉
山
字
谷
ツ
）
を
紹
介
し
て
い

る
。
関
越
自
動
車
道
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
を
見
る
限
り
、
報
告
者
が
堀
切
と
評
価

す
る
溝
遺
構
は
後
世
の
山
道
と
思
わ
れ
る
が
、
丘
頂
の
甘
い
二
段
の
削
平
地
と
土
塁
状

遺
構
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
城
郭
遺
構
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
﹇
梅
沢
太
久
夫

『
比
企
郡
嵐
山
町
谷
ツ
遺
跡
』（
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
、
二
〇
〇
二
年
）﹈。

谷
ツ
遺
跡
は
、
主
要
街
道
に
面
し
た
東
西
に
延
び
る
丘
陵
の
先
端
に
位
置
す
る
。
そ
し

て
、
単
純
で
簡
素
な
造
り
の
平
場
は
、
戦
国
前
期
の
城
郭
、
あ
る
い
は
時
限
的
な
陣
城

の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
も
別
段
、
違
和
感
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
立
地
と

造
り
を
鑑
み
た
場
合
、
も
し
、
武
蔵
国
比
企
郡
杉
山
の
地
に
「
椙
山
之
陣
」
を
比
定
し

よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
「
大
字
杉
山
」
内
に
所
在
す
る
谷
ツ
遺
跡
の
方
が
「
椙
山

之
陣
」
に
相
応
し
い
と
考
え
る
余
地
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
藤
木
が
示
す
「
二
つ
の
杉

山
城
」
問
題
、
即
ち
、
谷
ツ
遺
跡
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
（
勿
論
、
本
論

で
示
す
よ
う
に
、「
杉
山
城
問
題
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
武
蔵
国
比
企
郡
杉
山
の
「
椙

山
之
陣
」の
存
在
自
体
が
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
と
考
え
る
が
）。
し
か
し
な
が
ら
、「
杉

山
城
問
題
」
に
関
わ
っ
て
き
た
諸
氏
は
、
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
こ
の
問
題
に
は
言
及

し
て
い
な
い
。

（
４
）
竹
井
英
文
「
戦
国
前
期
東
国
の
戦
争
と
城
郭
―
杉
山
城
問
題
に
寄
せ
て
―
」﹇『
千
葉
史

学
』
第
五
一
号
、
二
〇
〇
七
年
﹈

（
５
）
齋
藤
慎
一
「
戦
国
大
名
北
条
家
と
城
館
」﹇
浅
野
晴
樹
・
齋
藤
慎
一
編
『
中
世
東
国
の
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世
界
３
、
戦
国
大
名
北
条
氏
』（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）﹈

（
６
）
前
掲
文
献
（
５
）
一
七
四
頁

（
７
）
松
岡
進
「「
杉
山
城
問
題
」
に
よ
せ
て
」﹇
前
掲
文
献
（
１
）
に
所
収
﹈、西
股
総
生
「
比

企
地
方
に
お
け
る
城
郭
の
個
性
」﹇
同
文
献
（
１
）
に
所
収
﹈

（
８
）
竹
井
英
文
「
縄
張
編
年
案
に
関
す
る
提
言
―
そ
の
研
究
史
整
理
と
課
題
―
」﹇『
城
郭
史

研
究
』第
二
九
号
、二
〇
〇
九
年
﹈。
但
し
、む
や
み
に
竹
井
ら
の
見
解
を「
杉
山
城
問
題
」

と
し
て
「
問
題
」
化
し
、
縄
張
り
研
究
の
基
礎
と
な
る
進
化
論
的
形
式
学
を
軽
視
し
た

揚
げ
句
に
、
論
考
毎
に
論
理
矛
盾
を
露
呈
し
た
一
部
の
城
郭
研
究
者
に
も
大
き
な
問
題

が
あ
る
。

（
９
）
木
島
孝
之
「
城
郭
研
究
―
「
縄
張
り
研
究
」
の
独
自
性
を
如
何
に
構
築
す
る
か
―
」﹇『
建

築
史
学
』
第
五
九
号
、
二
〇
一
二
年
﹈

（
10
）
拙
稿
「
杉
山
城
」﹇『
歴
史
読
本
』
八
六
三
号
、
二
〇
一
一
年
﹈

（
11
）
竹
井
英
文
「
そ
の
後
の
「
杉
山
城
問
題
」
―
諸
説
に
接
し
て
―
」﹇『
千
葉
史
学
』
第

六
〇
号
、
二
〇
一
二
年
﹈

（
12
）  

拙
稿「
縄
張
研
究
の
独
自
性
と
今
後
の
展
望
」（『
第
三
十
回
全
国
城
郭
研
究
者
セ
ミ
ナ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
縄
張
・
考
古
・
文
献
―
城
郭
研
究
の
明
日
―
」』、二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
13
）
当
日
は
、
同
じ
く
パ
ネ
リ
ス
ト
だ
っ
た
柴
田
龍
司
か
ら
田
向
城
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
発
掘
調
査
で
は
、
鉄
砲
玉
と
共
伴
す
る
層
位
か
ら
出
土
し

た
瀬
戸
美
濃
七
十
八
点
の
鑑
定
を
藤
澤
良
祐
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
大
窯
Ⅰ
段
階
が

七
十
七
点
、
Ⅱ
段
階
が
一
点
の
判
定
結
果
が
得
ら
れ
た
。
柴
田
は
関
東
で
鉄
砲
玉
が
出

土
す
る
時
期
は
、
早
く
見
て
も
永
禄
年
間
、
感
覚
的
と
は
断
り
を
し
て
い
る
も
の
の
、

関
東
で
は
天
正
期
の
中
で
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
と
言
及
し
、
鉄
砲
玉
と
共
伴
す
る
遺
物

の
年
代
観
に
大
き
な
ズ
レ
が
生
じ
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
﹇『
田
向
城
跡
』（
財
団
法
人

山
武
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
四
年
）﹈
こ
れ
以
外
に
も
、
柴
田
は
城
郭
遺
構

の
年
代
観
と
陶
磁
器
の
編
年
観
が
整
合
し
な
い
事
例
が
今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
藤
澤
「
編
年
案
」
に
依
拠
し
て
き
た
城
郭
遺
構
の
年
代
比
定
の
見
直
し
が
必

要
に
な
る
と
い
う
見
通
し
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
討
論
の
中
で
は
、

萩
原
三
雄
か
ら
、
陶
磁
器
編
年
に
は
生
産
期
間
の
幅
の
問
題
以
外
に
も
、
使
用
期
間
の

幅
の
問
題
が
あ
る
、
特
に
、
使
用
期
間
の
幅
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
大
き
く
見
積
も
っ

て
お
く
こ
と
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
、
こ
れ
は
考
古
学
で
は
常
識
の
留
意
事
項
で
あ
る

と
い
う
内
容
の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
活
字
で
は
な
い
口
頭
の
場
で
あ
る
と

は
い
え
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
歴
史
考
古
学
側
と
の
「
緊
密
な
対
話
」
を
通
し
て
、
現
状
で

は
藤
澤
「
編
年
案
」
は
城
郭
遺
跡
の
年
代
判
定
の
指
標
に
は
使
え
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

 

　

な
お
、
誤
解
や
曲
解
の
な
い
よ
う
に
付
言
す
る
が
、
筆
者
は
、
陶
磁
器
編
年
研
究
そ

の
も
の
を
否
定
し
て
い
な
い
。
実
際
、
筆
者
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
の
中
で
、
城
郭
跡

の
廃
絶
時
期
の
検
討
か
ら
瀬
戸
美
濃
編
年
研
究
の
一
試
案
で
あ
る
藤
澤
「
編
年
案
」
の

重
大
な
欠
陥
を
指
摘
し
、
そ
の
有
用
性
を
否
定
し
た
う
え
で
、
藤
澤
「
編
年
案
」
が
普

及
す
る
以
前
に
出
て
い
た
諸
見
解
（
天
正
伊
賀
の
乱
に
関
す
る
城
館
等
で
主
体
を
成
す

瀬
戸
美
濃
大
窯
製
品
は
大
窯
Ⅰ
・
Ⅱ
期
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
窯
の
操
業

時
期
を
大
き
く
下
ら
せ
る
必
要
、
或
い
は
使
用
時
期
の
幅
を
か
な
り
広
く
見
積
も
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
）
の
方
を
む
し
ろ
再
評
価
す
べ
き
と
い
う
見
通

し
を
提
示
し
て
い
る
。

（
14
）
杉
山
城
跡
の
発
掘
調
査
結
果
は
、
村
上
伸
二
『
町
内
遺
跡
Ⅳ 

埼
玉
県
指
定
史
跡
杉
山

城
跡
第
一
・
第
二
次
発
掘
調
査
報
告
書
』（
嵐
山
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）
を

参
照
。

（
15
）
前
掲
文
献
（
11
）
五
四
頁

（
16
）『
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

（
17
）「
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）。
な
お
、
誌
面

の
都
合
で
や
む
を
得
ず
省
略
し
た
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
一
部
旧
字
体
を
改
め
て
い
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八
四

る
。
で
き
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
が
原
資
料
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
18
）
杉
山
神
社
は
「
延
喜
式
」
神
名
帳
に
武
蔵
国
都
筑
郡
の
式
内
社
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
な

ど
、
律
令
時
代
か
ら
の
系
譜
を
引
く
神
社
で
あ
る
。
当
時
の
神
社
地
の
比
定
に
は
諸
説

あ
る
も
の
の
、
今
日
も
武
蔵
・
相
模
国
を
中
心
に
多
く
の
杉
山
神
社
が
存
在
す
る
﹇『
角

川
日
本
地
名
大
事
典
14
、
神
奈
川
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）﹈。
こ
れ
ら
の
地

域
は
、
十
五
世
紀
後
半
〜
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
山
内
・
扇
谷
上
杉
氏
と
後
北
条
氏

の
係
争
地
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
椙
山
之
陣
」
を
武
蔵
国
比
企
郡
だ
け
に
絞
り
込
む
の

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

（
19
）
前
掲
文
献
（
４
）
一
〇
一
頁

（
20
）
伊
勢
宗
瑞
（
後
北
条
氏
）
の
伊
豆
侵
攻
か
ら
明
応
・
文
亀
年
間
に
か
け
て
の
伊
豆
・
相

模
国
に
お
け
る
山
内
上
杉
氏
と
後
北
条
氏
の
抗
争
に
つ
い
て
は
、
則
竹
雄
一
『
古
河
公

方
と
伊
勢
宗
瑞
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
の
中
で
簡
潔
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）『
角
川
日
本
地
名
事
典
22
、
静
岡
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）
で
は
、
伊
豆
国
田

方
郡
の
持
越
（
静
岡
県
伊
豆
市
）
の
内
に
小
字
「
杉
山
」
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
小
字
「
杉
山
」
が
戦
国
前
期
ま
で
遡
る
確
証
は
確
認
で
き
な
い
。

（
22
） ﹇
史
料
九
﹈は「
平
家
物
語
」（
巻
第
五 

早
馬
）﹇『
日
本
古
典
文
学
大
系
三
二
、平
家
物
語
上
』

（
岩
波
書
店
、一
九
五
九
年
）、三
四
五
頁
﹈。﹇
史
料
一
〇
﹈
は
、「
吾
妻
鏡 

第
一
」﹇『
新

訂
増
補
国
史
大
系
﹇
普
及
版
﹈、
吾
妻
鏡
第
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
三
八

〜
三
九
頁
﹈。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
木
島
孝
之
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
23
）
な
お
、﹇
史
料
一
﹈
の
「
椙
山
之
陣
」
を
文
亀
三
年
「
豆
州
杉
山
役
」
と
解
釈
す
る
場
合
、

明
応
〜
文
亀
年
間
の
山
内
上
杉
氏
の
当
主
は
上
杉
顕
定
（
憲
房
の
養
父
）
で
あ
り
、「
椙

山
之
陣
以
来
、
相
守
憲
房
」
の
文
面
に
あ
る
憲
房
と
は
合
致
し
な
い
。
そ
れ
故
、
文
亀

三
年
「
豆
州
杉
山
役
」
は
そ
の
根
拠
が
不
明
確
と
す
る
意
見
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
文
亀
年
間
に
は
既
に
憲
房
は
成
人
と
な
っ
て
お
り
、
顕
定
の
養
子
と

し
て
活
動
し
て
い
る
﹇
前
掲
文
献
（
20
）﹈。
そ
し
て
、
永
正
年
間
に
顕
定
が
戦
死
し
た

後
は
、山
内
上
杉
氏
当
主
の
座
を
継
承
す
る
。
よ
っ
て
、﹇
史
料
一
﹈
は
文
亀
年
間
以
来
、

憲
房
に
従
っ
て
き
た
功
績
に
よ
り
毛
呂
氏
が
足
利
高
基
か
ら
書
状
を
賜
っ
た
も
の
、
ま

た
、
同
文
の
書
状
は
憲
房
か
ら
賜
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、「
椙
山
之

陣
以
来
、
相
守
憲
房
」
と
い
う
表
現
に
特
に
違
和
感
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）
前
掲
文
献
（
11
）
四
七
頁

（
25
）
既
に
、
前
掲
（
９
）
木
島
論
文
に
お
い
て
、
藤
澤
「
編
年
案
」
大
窯
Ⅰ
・
Ⅱ
期
が
指
標

と
す
る
勝
間
田
城
・
牧
野
城
・
沓
掛
城
・
安
濃
津
遺
跡
・
伝
堀
越
公
方
邸
の
廃
絶
時
期

に
つ
い
て
は
、
文
字
史
料
か
ら
安
直
に
、
一
四
八
九
年
・
一
五
〇
五
年
・
一
五
六
三
年
・

一
四
九
八
年
・
一
四
九
三
年
と
い
う
実
年
代
を
与
え
て
し
ま
い
、
後
の
再
利
用
が
全
く

視
野
に
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
沓
掛
城
に
つ
い
て
は
織
田
信
雄
期

に
一
族
の
中
根
信
照
が
所
領
と
し
て
い
た
こ
と
、
安
濃
津
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
元
亀
二

年
（
一
五
七
一
）
の
記
録
に
「
津
三
郷
・
同
岩
田
」
と
あ
り
、
存
続
が
確
認
で
き
る
こ

と
が
文
字
史
料
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
高
田
徹
「
沓
掛
城
に
つ
い
て
」（『
愛

城
研
報
告
』
第
六
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
藤
田
達
生
「
港
湾
都
市
・
安
濃
津
か
ら
城
下
町
・

津
へ
」﹇『
中
世
都
市
研
究
』
一
三
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
九
年
）
参
照
﹈。

（
26
）「
第
１
回
城
館
史
料
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
縄
張
り
か
ら
み
た
戦
国
前
期
の
城
」、
第
Ⅱ

部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
討
論
」﹇『
城
館
史
料
学
』
第
７
号
、
城
館
史
料
学
会
、
二
〇
〇
九
年
﹈

九
五
〜
九
六
頁

（
27
）
一
九
八
〇
年
代
の
瀬
戸
美
濃
大
窯
編
年
研
究
で
は
、
天
正
伊
賀
の
乱
関
係
の
城
館
か
ら

出
土
す
る
瀬
戸
美
濃
大
窯
は
、
大
窯
Ⅰ
・
Ⅱ
段
階
と
さ
れ
る
製
品
が
主
体
で
あ
り
、
年

代
観
が
照
合
し
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
使
用
年
代
に
か
な
り
の
幅
を
持
た
せ

る
必
要
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。﹇
駒
田
利
治
「
伊
賀
の
中
世
城
館
跡
―
発
掘
調
査
事

例
の
検
討
―
」『
菊
永
氏
城
跡
調
査
報
告
』（
阿
山
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
）﹈。

ま
た
、
十
六
世
紀
前
半
と
評
価
さ
れ
て
い
た
妙
土
窯
の
製
品
と
類
似
し
た
も
の
が
八
王
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八
五

子
城
跡
か
ら
多
く
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
同
窯
の
操
業
を
十
六
世
紀
後
半
代
に
下
ら
せ

て
み
る
べ
き
と
い
う
見
解
も
あ
っ
た
﹇
関
口
広
次
「
美
濃
・
妙
土
大
窯
の
復
元
と
そ
の

構
造
に
つ
い
て
」『
物
質
文
化 

33
』（
物
質
文
化
研
究
会
、
一
九
七
九
年
）﹈。
一
方
で
、

五
期
区
分
の
大
窯
形
式
を
短
い
年
代
幅
の
中
で
処
理
す
る
た
め
に
、
大
窯
第
一
・
第
二

段
階
の
年
代
を
古
く
遡
及
さ
せ
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
が
、
藤
澤
「
編
年
案
」

の
よ
う
で
あ
る
。

（
28
）
前
掲
文
献
（
９
）
一
三
六
頁

（
29
）
前
掲
文
献
（
８
）
二
一
頁

（
30
）
例
え
ば
、
竹
井
と
同
じ
く
縄
張
り
研
究
批
判
を
展
開
し
た
齋
藤
慎
一
は
、
主
著
『
中
世

東
国
の
領
域
と
城
館 

』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
二
年
）、『
中
世
東
国
の
道
と
城
館
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
の
冒
頭
の
凡
例
に
お
い
て
、
杉
山
城
跡
の
出
土
陶
磁

器
の
年
代
観
を
藤
澤
「
編
年
案
」
を
含
む
遺
物
編
年
案
に
全
面
的
に
依
拠
し
引
用
し
た

旨
を
堂
々
と
明
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
齋
藤
も
ま
た
、
藤
澤
「
編
年
案
」
を
は

じ
め
現
行
の
多
く
の
遺
物
編
年
案
が
文
字
史
料
の
安
直
な
援
用
で
作
成
さ
れ
た
、
誤
っ

た
、
或
い
は
大
き
な
見
直
し
を
必
要
と
す
る
不
確
か
な
定
規
で
し
か
な
い
と
い
う
実
態

に
全
く
気
づ
い
て
い
な
い
。
結
局
、
斎
藤
・
竹
井
が
藤
澤
「
編
年
案
」
の
定
規
を
も
と

に
展
開
し
た
論
点
は
そ
の
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

（
31
）
セ
ミ
ナ
ー
の
討
議
の
場
で
竹
井
は
、
藤
澤
「
編
年
案
」
の
重
大
な
欠
陥
を
指
摘
し
た
筆

者
か
ら
の
問
い
掛
け
に
対
し
て
、
反
論
ど
こ
ろ
か
言
及
す
ら
せ
ず
、
考
古
学
研
究
者
に

聞
い
て
欲
し
い
と
い
う
全
く
の
責
任
転
嫁
と
も
受
け
取
れ
る
回
答
を
行
っ
た
。つ
ま
り
、

「
椙
山
之
陣
」
を
杉
山
城
に
比
定
し
て
大
論
陣
を
張
っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
主
張
の
最

も
根
幹
と
な
る
点
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
る
や
否
や
、
自
ら

反
論
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
は
引
用
し
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
藤
澤
ら
「
杉

山
城
問
題
」
に
関
係
し
た
考
古
学
研
究
者
の
側
に
説
明
の
全
責
任
を
背
負
わ
せ
よ
う
と

す
る
態
度
を
示
し
た
。
活
字
で
は
な
い
口
頭
の
場
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
態

度
は
如
何
な
も
の
か
。
図
ら
ず
も
「
杉
山
城
問
題
」
に
関
わ
っ
た
一
部
の
文
献
史
学
研

究
者
に
、
本
論
で
指
摘
し
た
態
度
（
自
分
た
ち
の
主
張
に
都
合
の
良
い
考
古
学
的
成
果

を
意
図
的
に
選
別
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
、
用
い
よ
う
と
す
る
考
古
学
的
成
果
の
妥

当
性
を
検
証
す
る
こ
と
に
は
関
心
を
払
わ
な
い
）
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
壇
上
か
ら

実
見
す
る
機
会
を
得
た
。
学
際
的
研
究
の
場
で
は
一
部
に
こ
う
し
た
ト
カ
ゲ
の
尻
尾
切

り
の
よ
う
な
認
識
を
持
つ
文
献
史
学
研
究
が
い
る
こ
と
を
、
今
後
、
歴
史
考
古
学
の
研

究
者
に
お
か
れ
て
は
注
意
さ
れ
る
よ
う
喚
起
し
た
い
。

﹇
史
料
一
﹈
足
利
高
基
書
状
写　
（「
山
田
吉
令
筆
記
所
収
家
譜
覚
書
」）

　

椙
山
之
陣
以
来
、
相
守
憲
房
走
廻
之
条
、
神
妙
之
至
候
、
謹
言

　
　
　
　

九
月
五
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
〔
足
利
高
基
之
由
〕

押　

　
　
　
　
　
　
　
　

毛
呂
土
佐
守
殿　

　
　
　
　
　
　
　

﹇
史
料
二
﹈
足
利
成
氏
加
判
赤
堀
政
綱
軍
忠
状

（『
戦
国
遺
文　

古
河
公
方
編
』
三
三
八
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花

（
足
利
成
氏
）

押
）

　
　
　
　

赤
堀
孫
四
郎
政
綱
申
軍
忠
事

　

右
、
去
享
徳
四
年
二
月
十
七
日
夜
善
信
濃
入
道
・
同
三
河
守
庶
子
等
在
所
悉
焼

落
、
同
十
八
日
亡
父
下
野
守
時
綱
武
州
村
岡
御
陣
馳
参
在
陣
仕
、
同
三
月
三
日
古
河

江
供
奉
仕
、
同
十
四
日
一
揆
悉
弛　

御
陣
、
雖
致
御
敵
於
時
綱
相
残
御
方
在
々
所
々

致
宿
直
警
固
、
同
六
月
廿
四
日
足
利
御
陣
御
供
仕
、
同
七
月
九
日
至
小
山　

御
陣
供

奉
仕
令
在
陣
、
同
十
月
十
五
日
宇
都
宮
御
敵
出
張
之
間
、
小
山
下
野
守
同
心
仁
於
木

村
原
合
戦
仕
、
親
類
家
人
数
輩
被
疵
、
同
十
七
日
小
野
寺
江
馳
越
令
在
陣
、
同
十
二

月
十
一
日
只
木
山
御
敵
没
落
以
後
者
、
薗
田
・
足
利
所
々
令
在
陣
致
宿
直
警
固
、
翌



「杉山之陣以来」にある「杉山之陣」は何を指すのか？（中西）

八
六

年
正
月
七
日
夜
那
波
郡
福
島
橋
切
落
警
固
、
御
敵
等
数
輩
討
捕
畢
、
同
正
月
廿
四
日

殖
木
・
赤
石
江
御
敵
出
張
之
間
、
馳
合
致
合
戦
数
輩
討
捕
、
同
二
月
廿
六
日
於
深
巣

合
戦
、
長
尾
兵
庫
助
并
沼
田
上
野
守
手
仁
懸
合
、
下
野
守
時
綱
・
同
孫
三
郎
兄
弟
討

死
仕
、
其
外
親
類
家
人
数
輩
（
以
下
欠
）

﹇
史
料
三
﹈
足
利
成
氏
書
状
（『
戦
国
遺
文　

古
河
公
方
編
』
六
一
号
）

　

従
村
岡
御
陣
以
来
、
于
今
在
陣
神
妙
候
、
仍
被
下
所
帯
等
事
、
及
違
乱
人
等
雖
有

之
、
不
可
有
相
違
候
、
謹
言
、

　
　
　

五
（
享
徳
四
年
）

月
十
八
日　

　
　
　
　

花
（
足
利
成
氏
）

押　

　
　
　
　

赤
堀
下（

時
綱
）

野
守
殿

﹇
史
料
四
﹈
毛
利
家
文
書　

一
二
八
六　

吉
見
廣
行
（
廣
長
） 

起
請
文
（
抜
粋
）

　

雖
事
新
様
候
、
某
心
中
之
趣
、
以
神
文
申
上
前
書
之
事
、

一
悴
家
之
儀
、
祖
父
正
頼
別
而
遂
御
馳
走
候
、
其
故
自　

殿
様
茂
一
段
御
懇
被
加　

御
意
、
施
面
目
候
、
近
年
之
儀
茂
、
私
式
若
輩
と
ハ
乍
申
、
高
麗
御
陣
以
来
、
御
奉

公
抽
自
余
遂
其
節
候
事
、

　

…
…
（
後
略
）
…
…

　
　

慶
長
七
年　

　
　
　
　
　
　
　

吉
見
長
次
郎

　
　
　
　

六
月
十
九
日　

　
　
　
　
　
　
　

廣
行
（
花
押
血
判
）

　
　
　
　

佐
世
石（

元
嘉
）

見
守
殿

﹇
史
料
五
﹈
大
徳
寺
文
書　

五
九
八　

龍
翔
寺
領
長
門
包
光
名
文
書
案
（
抜
粋
）

　
　
（
前
略
）

一
、
先
年
凌
雲
寺
殿
御
在
洛
之〝
砌〝
、
以
法〝
聚

保
壽〝

寺
、
右
之
趣
大
圓
禪
師
依
懇
達
、
両
三
ヶ

年
且
運
上
、
其
後
輪〝
番

怠
絶〝

若〝
輩〝
、
剰
東
寺
両
陣
以
来
、
殿
堂
破
却
退
転
故
、
開
山
大
應

國
師
大
徳
寺
借
座
、
然
間
、
引
移
寺
内
可
令
再
造
之
段
、　

綸
旨
公
方
御 〝
奉
書
等
、

雖
為
此
分
、
依
無
寺
納
令
怠
慢
、
仍
長
門
國
河
内
包
光
名
之
内
法
泉
寺
當
領
知
、
縱

有雖

其
故
、
竜
翔
寺
既
云
退
転
再
興
、
云
往
古
本
主
、
如
彼
寺
納
被
還
附
之
様
、
宜
尊

達
、
一
衆
大
慶
、
幸
御
在
国　

勅
裁
之
地
、
時
亦
至
者
乎
、

一
、
竜
翔
寺
修
造
住
持
事
、
依
連
年
堅
請
、
當
春
應
衆
命
、
然
者
夏
了
可
取
建
候 

之〝
、

別
而
彼
寺
納
等
、
御
入
魂
衆
望
候之

旨
、十
方
寺
令
面
謁
矣
、

當
寺
諸
塔
頭
輪
次
諸
役
萬
般
苦
労
賢
察
、
其
国
弥

安
寧
、
今
度
之
武
威
及
一
天
者
也
、
至
祝
〻
〻
尚
龍
谷
座
元
付
縷
陳
、
恐
惶
頓
首

　
　
　
　
　

孟（
天
文
十
年
）

夏
廿
八
日　

　
　
　
　
　
　
　

宗〝
〝（
花
押
）

　

拜
呈　

龍（
玉
堂
宗
條
）

福
寺　

侍
衣
閣
下　

　
　
　
　
　

興
臨
院　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
史
料
六
﹈
大
徳
寺
文
書　

一
五
五
六　

幕
府
右
筆
方
連
署
意
見
状
案
（
抜
粋
）

「
意（

端
裏
書
）見

案
」

後
藤
左
京
亮
隆
光
并
一
殿
條
雑
掌
申
一
条
町
西
頬
屋
地
事

如
隆
光
申
状
者
、
彼
地
永
享
年
中
拝
領
仕
、
無
相
違
之
處
、
先
年
河
州
御
陣
以
来
不

知
行
之
、
然
雑
掌
以
先　

御
代
之
例
、
被
申
給
之
任
證
文
之
旨
、
可
被
成
下
御
下
知

云
〻
、
如
雑
掌
解
状
者
、
家
門
境
内
一
条
町
西
頬
屋
地
四
丁
町
事
、
從
往
古
御
知
行

之
支
證
明
鏡
也
、
近
年
奉
公
輩
、
以
一
旦
之
居
住
之
号
、
動
令
違
乱
之
条
、
去
〻
年

被
達　

上
聞
、
被
成
御
下
知
、
被
開
喜
悦
眉
之
處
、
今
度
後
藤
左
京
亮
致
訴
詔
之
間
、

被
糺
根
本
、
此
時
可
被
停
止
向
後
違
乱
云
〻
、
各
申
状
雖
端
多
、
隆
光
出
帯
之
證
文

者
、
彼
地
知
行
之
時
、
預
置
別
人
預
状
康
正

文
明
并
文
明
十
六
年
十
月
廿
六
日
、
就
地
子

無
沙
汰
、
雖
有
御
成
敗
、
任
永
享
年
中
一
円
拝
領
之
旨
、
可
領
知
之
奉
書
一
通
捧
之
、

惣
別
永
享
年
中　

花
御
所
御
移
從
之
刻
、
御
近
邊
敷
地
被
仰
付
奉
書公

輩
、
雖
然
至
地

子
者
、
被
致
沙
汰
之
儀
為
傍
例
歟
、
仍
文
明
十
六
年
隆
光
申
給
之
奉
書
、
雖
有
永
享

年
中
一
円
拝
領
之
文
言
、
本
文
無
之
、
可
謂
胸
臆
者
歟
、
一
旦
被
居
住
之
段
為
歴
然

哉
、
於
可
令
隆
光
住
宅
者
、
可
被
任
先
例
者
哉
、
以
永
享
以
来
之
例
、
可
知
行
、
一

〝

〝
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八
七

条
殿
御
譜
代
称
号
地
之
内
事
、
不
足
信
用
歟
、
雑
掌
出
帯
之
文
書 

此
地
或

号
花
町
、
建
長
・

弘
安
御
手
継
、
暦
応
・
文
和　

綸
旨
、
院
宣
、
宝
徳
御
教
書
、
文
明
十
年
・
同
十
六

年
両
度
奉
書
、
或
被
直
務
、
或
任
先
規
、
可
有
御
進
退
文
言
在
之
、
然
者
云
為
古
今

證
文
分
明
、
云
御
當
知
行
、
旁
以
可
被
付
雑
掌
乎
、
冝
為　

上
意
矣
、

　
　

永
正
七
年
六
月
卅
日　

　
　
　
　
　
　

中
務
丞（

松
田
）秀

秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
位（

飯
尾
）元

久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
丹
後
守（

松
田
）長

秀　

﹇
史
料
七
﹈
醍
醐
寺
文
書　

二
〇
一
一　

三
寶
院
門
跡
雑
掌
申
状
案
（
抜
粋
）

　
　
　
　

三
寶
院
門
跡
雑
掌
申

　

丹
波
國
篠
村
八
幡
宮
領
并
御
祈
祷
料
所
等
事
、
度
〻
被
仰
出
之
由
先
以
忝
存
候
、

　

就
其
右
京
兆
分
國
讃
岐
國
不
知
行
之
際
、
御
代
官

事
可
有
抑
留
之
由
被
申
入

　

歟
、
御
迷
惑
之
至
也
、
其
子
細
者
、
於
丹
波
國
中
寺
社
本
所
領
数
多
有
之
、
然
當

　

門
跡
御
事
者
、
不
可
混
自
余
、
既
正
覺
寺
御
陣
以
来
異
于
他
子
細
候
哉
、
今
度
就

　
　

公
方
様
御
帰
洛
者
、
則
可
有
安
堵
存
置
候
之
処
、
于
今
悉
以
押
領
之
段
、
歎
存

　

計
候
、

　

…
（
中
略
）
…

一
曾
地
里
村
事
、
為
愛
染
供
料
所
別
而
有
子
細
被
寄
付
、
于
今
法
事
等
無
闕
怠
之
處
、

依
國
方
押
領
令
退
転
訖
、
然
今
度
御
上
洛
之
砌
、
於
和
泉
堺
既
時
日
囘
来
之
間
、
被

執
行
、
于
今
在
所
雖
為
御
不
知
行
、
被
相
懃
者
也
、
為　

上
意
堅
被
仰
達
、
如
元
被

返
渡
者
、
弥
武
運
長
久
御
祈
可
被
抽
懇
精
者
也
、
仍
言
上
如
件

　
　
　
　

永
正
七
年
五
月　

日

﹇
史
料
八
﹈
吉
川
家
文
書　

一
一
〇
四　

但
馬
經
中
軍
忠
状

安
藏
国
大
長　

朝

庄
庶
子
但
馬
雅
楽
助
經
中
申
軍
忠
事

右
、
去
永
和
三
年
八
月
廿
五
日
、
馳
参
肥
後
國
板
井
原
御
陣
以
来
、
於
所
々
致
忠
節

之
條
、
御
見
知
上
者
、
早
賜
御
證
判
、
為
備
後
證
、
粗
言
上
如
件
、

　
　
　

永
和
四
年
三
月　

日　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
承

（
今
川
仲
秋
）

了
（
花
押
）」

﹇
史
料
九
﹈
平
家
物
語　

巻
第
五　

早
馬
（
抜
粋
）

　
（
前
略
）
…
其
後
土
肥
・
土
屋
・
岡
崎
を
は
じ
め
と
し
て
三
百
餘
騎
、
石
橋
山
に

立
籠
て
候
と
こ
ろ
に
、
景
親
御
方
に
心
ざ
し
を
存
ず
る
も
の
ど
も
一
千
餘
騎
を
引
率

し
て
、
お
し
よ
せ
せ
め
候
程
に
、
兵
衛
佐
七
八
騎
に
う
ち
な
さ
れ
、
お
ほ
童
に
た
ゝ

か
い
な
て
、
土
肥
の
椙
山
へ
に
げ
こ
も
り
候
ぬ
。
…
（
後
略
）

﹇
史
料
一
〇
﹈
吾
妻
鏡　

第
一　

治
承
四
年
八
月
（
抜
粋
）

　
（
前
略
）
…
至
暁
天
、
武
衛
令
逃
于
椙
山
之
中
給
、
于
時
疾
風
悩
心
暴
雨
労
身
、

景
親
奉
追
之
、
発
矢
石
之
處
、
家
義
乍
相
交
景
親
陣
中
、
為
奉

武
衛
、
引
分
我
衆

六
騎
、
戦
于
景
親
、
以
此

令
入
椙
山
給
云
々
、
○
廿
四
日
甲
辰
、
武
衛
陣
于
椙
山

内
堀
口
辺
給
、
大
庭
三
郎
景
親
相
率
三
千
余
騎
重
競
走
、
武
衛
令
逃
後
峯
給
、
此
間
、

加
藤
次
景
廉
、
大
見
平
次
実
政
、
留
于
将
之
御
後
、
防
禦
景
親　

…
（
中
略
）
…
及

晩
、
北
条
殿
参
着
于
椙
山
陣
給
、
爰
筥
根
山
別
当
行
實
、
差
弟
相
永
實
、
令
持
御
駄

餉
、
奉
尋
武
衛
。
…
（
後
略
）


